
近
年
、全
国
各
地
で
頻
発
す
る
災
害
。今
年

７
月
に
発
生
し
た「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」で

は
、熊
本
を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど
の

各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。い

つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
備
え
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、行

政
に
よ
る
施
策
に
加
え
て
、地
域
や
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
連
携
や
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

□
自
分
た
ち
の
地
域
を
守
る

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と

い
う
思
い
の
も
と
、地
域
で
結
束
し
て
自
主
的

に
防
災
活
動
を
行
う「
自
主
防
災
組
織
」。平
成

７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓

に
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、全

国
各
地
で
自
主
防
災
組
織
の
育
成
が
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、

避
難
誘
導
、避
難
所
運
営
、安
否
確
認
、炊
き
出

し
な
ど
地
域
の
助
け
合
い
が
防
災
・
減
災
に
不

可
欠
で
あ
る
と
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
は
災
害
に
備
え
る
た
め
の
訓

練
や
防
災
知
識
取
得
の
た
め
の
勉
強
会
、地
域

の
危
険
か
所
の
把
握
な
ど
を
行
う
平
常
時
の

活
動
の
ほ
か
、災
害
時
に
は
地
元
の
消
防
団
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
初
期
消
火

や
避
難
誘
導
、救
出
救
護
な
ど
の
活
動
を
行
い
、

地
域
の
防
災
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

□
市
内
の
自
主
防
災
組
織
の
状
況

市
内
で
は
、令
和
２
年
９
月
１
日
現
在
、自

治
連
合
会
や
区
長
連
合
会
単
位
の
自
主
防
災

会
10
組
織
と
、自
治
会
単
位
の
自
主
防
災
部

１
５
２
組
織
が
結
成
さ
れ
、各
地
域
で
定
期
的

に
自
主
防
災
訓
練
や
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
市
の
組
織
率
は
72
㌫
で
、全
国
の

84
・
１
㌫
、京
都
府
の
90
・
６
㌫（
総
務
省
消

防
庁「
令
和
元
年
版　
消
防
白
書
」）を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進
に
向
け
、自
主
防
災
組
織
が
な
い
自
治
連
合

会
や
区
長
連
合
会
、自
治
会
に
説
明
会
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て

い
る
地
域
に
は
、自
主
防
災
訓
練
に
職
員
を
派

遣
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

No.80

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し
て

シリーズ

市
民
と
共
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

第
７
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市
の
取

り
組
む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る「
市
政
の
今
」。今
回
は
、将
来
に

わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
か
ら「
地
域
防
災
力
の
向

上
」を
テ
ー
マ
に
お
伝
え
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
が
な
い
地
域
で
は
、自
治
会

の
会
合
な
ど
実
情
に
合
っ
た
方
法
で
検
討
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。普
段
か
ら
の
地
域
の
防
災
活
動
が
、

災
害
時
に
あ
な
た
自
身
と
大
切
な
家
族
、地
域

の
人
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□
地
域
の
消
防
防
災
の
要「
消
防
団
」

消
防
団
は
、消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
、

消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。地
域
の
消
防

防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、平
常
時
・
非
常
時

を
問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
、住
民
の
安
全
と
安

心
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
は
、女
性
の
消
防
団
へ
の
参
加
も

増
加
し
て
お
り
、女
性
な
ら
で
は
の
目
線
で
広

報
や
災
害
現
場
で
の
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す（
13
㌻
に
関
連
記
事
）。

し
か
し
、全
国
で
は
、平
成
元
年
4
月
時
点
で

約
１
０
０
万
人
い
た
消
防
団
員
が
、令
和
２
年

４
月
に
は
約
83
万
人（
う
ち
女
性　
約
２・６
万

人
）と
毎
年
約
５
，０
０
０
人
規
模
で
減
少
し
て

お
り
、市
で
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

市
の
消
防
団
は
、
東
地
区
に
9
団
、
西
地
区

に
11
団
で
構
成
さ
れ
、
令
和
2
年
9
月
現
在

の
団
員
数
は
、
団
員
定
員
１
，
１
０
０
人
に
対

し
て
１
，０
１
０
人（
う
ち
女
性
が
12
人
）で
す
。

□
持
続
可
能
な
消
防
団
を
目
指
し
て

現
在
で
は
、新
規
の
入
団
者
の
確
保
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。ま
た
、構
成
す
る
団
員

も
高
齢
化
が
進
み
、被
雇
用
者（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）

団
員
が
増
加
し
て
お
り
、昼
間
の
災
害
対
応
に

対
し
て
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し
持
続

可
能
な
消
防
団
を
目
指
し
、事
業
所
が
消
防
団

活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る「
消
防
団
協
力
事

業
所
」の
拡
充
、府
と
連
携
し
消
防
団
員
と
そ
の

家
族
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
消
防
団
応
援
の
店
」の

制
度
の
活
用
の
ほ
か「
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
機

動
力
化
」な
ど
、ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
の
改

革
を
進
め
、消
防
団
の
装
備
・
福
利
厚
生
の
向

上
と
新
規
入
団
者
の
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、地
域
の「
自
主
防
災
組
織
」や

「
消
防
団
」な
ど
で
活
躍
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
、将
来
に
わ
た
り
自
助
・
共
助
・
公
助

と
つ
な
が
る
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

施策に関するご意見を
今号の施策に関するご意見

やご感想をお寄せください。
皆さんと一緒にまちづくり

を進めていきます。
▶詳しくは、危機管理・防災
課 （☎66・1089）か消防本部 

（☎66・0119）へ。

▲自主防災訓練では心臓マッサージも学ぶ

▲女性消防団員による放水訓練

▲避難者を想定し適切な場所へ案内する避難所運営ゲーム

▲平成30年に泉源寺地区で行われた自主防災訓練▲水防訓練で土のうを積む消防団員
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